
	 授業科目名                                                         

Basics of Computational Physics                                              
 担当教員： 柴田　晋平(Shinpei Shibata)
 担当教員の所属専攻：
 開講学年：前期課程１年　　開講学期：前期　単位数：　２　　　開講形態： 講義     


【授業概要】
· テーマ
　　数値計算による物理モデルの解析
· ねらい
長い歴史の中で、理論的研究と実験的研究は車の両輪のように支えあって物理学の発展を推進してきた。しかし、もうひとつ問題解決の手段を私たちは手にした。コンピューターである。解析的にも実験的にも理解が難しい物理モデルをコンピューターシミュレーション(計算機実験ともいわれる)によって研究する道が開かれた。その方法を学ぶ。
· 目標
授業計画で示された項目のうちのいくつかについて、計算方法を理解し、自分でプログラムを書けるようにする。そして、解析の体験をする。
· キーワード
計算物理学。数値計算、コンピューターシミュレーション
【授業計画】
· 授業の方法
計算方法および簡単なプログラミングの方法を講義でまなび、コンピューターを用いた実習をおこなう。
・日程　　　　　　　　　　　　　　　
1. 計算機にさせることの意味と方法。
2. ばねにつながれた物体の運動(常微分方程式の解法)

3. プログラムのモジュール化、ライブラリの利用

4. 差分法(楕円型、放物型、双極型の偏微分方程式の解法)

5. 連立一次方程式の解法

6. モンテカルロ法

【学習の方法】
· 受講のあり方
講義はよく聞き、質問をすること。実習はかならず最後は自力でプログラムの作成から実行までできるようにする。グラフ化など結果の提示と解析もおこなうこと。
· 予習のあり方
· 復習のあり方
【成績評価の方法】
· 成績評価基準
自分で物理モデルの定式化からプログラミング、実行前行える。
· 方法
実技レポートによる評価する。
【テキスト】
【参考書】Numerical Recipes in FORTRAN / in C, William H.Press, Cambridge University press
【その他】 
・学生へのメッセージ
・履修に当たっての留意点
・オフィス・アワー
・担当教員の専門分野　宇宙物理学

